
森林環境譲与税の使途 

 

  森林環境譲与税は、温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るため、森林整備

等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から、令和元年度に創設された譲与税で、そ

の使途については、森林整備や、森林整備を担う人材育成・担い手対策、木材利用の促進

や普及啓発等に充てることとされています。 

  ５年度は、過年度に森林環境譲与税基金へ積み立てた森林環境譲与税を活用し、公共施

設の木質化事業を実施しました。また、今後の木材利用事業の財源とすることを目的とし

て、５年度の森林環境譲与税は全額基金に積み立てました。 

 

森林環境譲与税 充  当  事  業 

8,868千円  

公共施設の木質化事業 

・旭北小学校の老朽化したロッカーの改修に国産木材を利用

しました。 

【事業費】8,690千円（全額譲与税） 

【実 績】木材使用量 3.25ｍ３ 

     （６教室分のロッカー） 

 


